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林
野
庁
で
は
、
広
く
森
林
に
親
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
森
林
浴
や
自
然
観

察
等
に
適
し
た
国
有
林
を
「
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
と
し
て
選
定
し
て

い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
特
に
景
観
の
優

れ
た
場
所
を
「
日
本
美
し
の
森 
お
薦
め

国
有
林
」
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
こ
れ

ら
の
中
か
ら
、
夏
に
お
薦
め
の
六
箇
所

を
紹
介
し
ま
す
。

　

ゴ
ン
ド
ラ
と
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を
乗
り

継
い
で
降
り
立
つ
と
、
標
高
一
、九
〇 

〇
㍍
に
位
置
す
る
国
内
有
数
の
高
層
湿

原
が
広
が
り
ま
す
。
園
内
に
は
約
五
・

五
㌔
㍍
の
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お

り
、
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
咲

く
高
山
植
物
を
眺
め
な
が
ら
気
軽
に
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

【
中
信
森
林
管
理
署
】

　

森
林
浴
発
祥
の
地
と
し
て
知
ら
れ
、

三
〇
〇
年
を
超
え
る
ヒ
ノ
キ
の
大
樹
を

め
ぐ
る
八
つ
の
散
策
コ
ー
ス
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
渓
流
沿
い
に
は
、
車
椅

子
で
も
散
策
可
能
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

コ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
鉄

道
に
乗
車
す
る
こ
と
も
で
き
、
夏
に
は

森
林
と
渓
流
か
ら
の
涼
や
か
な
風
と
景

色
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

【
木
曽
森
林
管
理
署
】

高山植物の女王 コマクサ

ニッコウキスゲとワタスゲの咲く栂池湿原

「阿寺ブルー」と呼ばれる神秘的な色が続く阿寺渓谷

赤沢自然休養林内の散策コースと森林鉄道

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
の
森
へ
行
っ
て
み
よ
う

�

～
夏
の
お
薦
め
国
有
林
～

～
ゴ
ン
ド
ラ
で
行
く
高
層
湿
原
～

　
　
栂つ

が
い
け池

湿
原
風
致
探
勝
林

�

（
長
野
県
小お

た
り谷

村
・
白は

く
ば馬

村
）

～
森
林
浴
発
祥
の
地
～

�

赤
沢
自
然
休
養
林（
長
野
県
上あ

げ
ま
つ松

町
）

～
神
秘
的
な
川
の
色
に
誘
わ
れ
て
～

�

阿あ
て
ら寺

風
致
探
勝
林（
長
野
県
大
桑
村
）

　

降
り
注
ぐ
陽
光
が
川
底
の
石
に
反
射

し
て
生
み
出
さ
れ
る
神
秘
的
な
色
合
い

は「
阿
寺
ブ
ル
ー
」と
呼
ば
れ
、
訪
れ
る

人
を
魅
了
し
ま
す
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
が
深
み
を
増
す
い
く
つ
も
の

「
淵
」の
透
明
度
は
そ
の
深
さ
を
忘
れ
る

ほ
ど
で
す
。
渓
谷
に
は
遊
歩
道
が
整
備

さ
れ
、
そ
の
途
中
に
あ
る
吊
り
橋
か
ら

も
渓
谷
美
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 【
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
】

❶❶❷❷
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中
部
局
管
内
の
お
薦
め

国
有
林
は
こ
ち
ら
→

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
に
乗
り
一
気
に
標
高

二
、六
〇
〇
㍍
ま
で
登
る
と
、
目
の
前

に
千
畳
敷
カ
ー
ル
が
広
が
り
ま
す
。
夏

に
は
チ
ン
グ
ル
マ
や
コ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ

な
ど
多
く
の
高
山
植
物
が
咲
く
お
花
畑

と
な
り
ま
す
。
カ
ー
ル
内
は
四
十
～

五
十
分
で
一
周
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
稜
線
ま
で
足
を
延
ば
す
と
、
曇
っ

た
日
に
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。【
南
信
森
林
管
理
署
】

・ 

森
林
散
策
な
ど
は
、
自
己
責
任
が
原

則
と
な
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
に

は
、
歩
き
や
す
い
服
装
や
靴
を
身
に

着
け
、
天
候
な
ど
に
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

・ 

樹
木
を
傷
つ
け
た
り
、
植
物
を
持
ち

出
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

標
高
二
、〇
〇
〇
㍍
に
位
置
す
る
池

の
平
湿
原
は
、
浅
間
山
の
噴
火
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
周
辺
は
太

平
洋
気
候
と
日
本
海
気
候
が
入
り
混
じ

る
地
帯
の
た
め
、
低
山
の
植
物
か
ら
高

山
帯
の
植
物
ま
で
多
く
の
種
類
の
花
が

咲
く「
花
高
原
」と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
湿
原
内
の
鏡
池
へ
は
、
池

の
平
駐
車
場
か
ら
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

十
五
分（
約
九
〇
〇
㍍
）で
到
着
で
き
ま

す
。 

【
東
信
森
林
管
理
署
】

青空とのコントラストが美しい千畳敷カール

湿原の散策者を出迎えるように立つカツラの巨木群

池の平湿原内にある鏡池

ライチョウに出会った際はそっと見守ってください

～
氷
河
が
作
っ
た
千
畳
敷
カ
ー
ル
へ
～

　
　
駒
ヶ
岳
風
致
探
勝
林

�
（
長
野
県
駒こ

ま
が
ね

ヶ
根
市
・
宮み

や
だ田
村
）

安
全
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に

～
高
層
湿
原
の
風
に
涼
を
感
じ
る
～

　
　
湯
の
丸
・
高
峰
自
然
休
養
林

�

（
長
野
県
東と

う
み御
市
・
小こ

も
ろ諸
市
）

～
高
層
湿
原
で
巨
木
に
出
会
う
～

�

天あ
も
う生
自
然
観
察
教
育
林（
岐
阜
県
飛
騨
市
）

　

標
高
一
、四
〇
〇
㍍
に
広
が
る
面
積

約
三
㌶
の
天
生
湿
原
は
、
希
少
な
ホ
ロ

ム
イ
ソ
ウ
が
自
生
す
る
ほ
か
、
八
月
に

は
シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ
や
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
な

ど
が
咲
き
ま
す
。
付
近
を
通
る
歩
道
に

は「
カ
ツ
ラ
門
」と
呼
ば
れ
る
カ
ツ
ラ
の

巨
木
群
が
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
ほ

か
、
ブ
ナ
の
巨
木
も
見
ら
れ
ま
す
。

 

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

※
表
紙
及
び
三
ペ
ー
ジ
関
連
記
事

❷❷
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と
し
て
は
日
本
に
お
け
る
分
布
の
南
限

に
あ
た
り
、
県
の
天
然
記
念
物
に
も
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
天
生
湿
原
と
同

様
に
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

湿
地
の
掘
り
返
し
や
採
食
の
被
害
が
拡

大
し
た
た
め
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
関
係

者
が
協
力
し
て
毎
年
電
気
柵
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
箇
所
は
岐
阜
大
学
応
用

生
物
科
学
部
の
安
藤
准
教
授
を
中
心

に
、
被
害
を
受
け
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
群

生
地
の
回
復
に
向
け
た
観
察
と
、
人
工

移
植
の
研
究
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
作

い
ま
す
。
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
や
ニ
ッ
コ
ウ

キ
ス
ゲ
な
ど
、
湿
原
を
代
表
す
る
植
物

が
春
か
ら
初
秋
に
か
け
て
観
察
で
き
る

こ
と
に
加
え
、
世
界
遺
産
白
川
郷
に
近

い
こ
と
か
ら
、
近
年
、
訪
れ
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。
一
方
、
最
近
は
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
掘
り
返
し
な
ど
が
目
立
つ
こ

と
か
ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
、
毎
年
こ

の
時
期
に
電
気
柵
を
設
置
し
被
害
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

午
前
中
は
雨
が
降
る
生
憎
の
天
候
で

し
た
が
、
参
加
者
は
濡
れ
て
滑
り
や
す

く
な
っ
た
斜
面
で
足
元
に
注
意
し
な
が

ら
懸
命
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
午
後
に
は
天
候
も
回
復
、
太
陽
に

照
ら
さ
れ
鮮
や
か
さ
を
増
し
た
新
緑

と
、
見
頃
を
迎
え
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
に

囲
ま
れ
る
中
で
作
業
は
順
調
に
進
み
、

ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
設
置
作
業
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
六
月
九
日
に
は
高た

か
や
ま山
市

荘し
ょ
う
か
わ川
町
の
山や
ま
な
か
や
ま

中
山
国
有
林
の
山
中
峠

（
標
高
一
、三
七
五
㍍
）
付
近
に
広
が
る

約
二
㌶
の
湿
原
に
お
い
て
も
、
高
山
市

及
び
地
域
の
有
志
や
岐
阜
大
学
の
学
生

等
と
と
も
に
電
気
柵
の
設
置
作
業
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
こ
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
は
、
自
生
地

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

　

五
月
二
十
日
、
飛ひ

だ騨
市し

河か
わ
い
ち
ょ
う

合
町
の

天あ
も
う生
国
有
林
内
に
所
在
す
る
天
生
湿
原

に
お
い
て
、
獣
害
対
策
用
の
電
気
柵
設

置
作
業
を
、
飛
騨
市
及
び
天
生
県
立
自

然
公
園
協
議
会
と
共
同
し
て
実
施
し
ま

し
た
。

　

天
生
湿
原
は
標
高
約
一
、四
〇
〇
㍍

に
広
が
る
約
三
㌶
の
高
層
湿
原
で
、
湿

原
の
周
囲
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

「
天
生
自
然
観
察
教
育
林
」に
設
定
し
て

業
終
了
後
は
、
大
学
生
と
と
も
に
移
植

し
た
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
観
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

安
藤
准
教
授
か
ら
、
地
元
小
学
生
が

種
か
ら
育
て
、
当
地
に
移
植
し
た
ミ
ズ

バ
シ
ョ
ウ
の
開
花
が
今
年
初
め
て
確
認

さ
れ
た
と
の
報
告
も
あ
り
、
取
り
組
み

の
成
果
を
目
に
み
え
る
形
で
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
両
湿
原
を
は
じ
め
と
し

て
、希
少
植
生
な
ど
の
保
護
に
向
け
て
、

関
係
者
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

植
生
維
持
と
回
復
を
目
指
し
、

　

二
つ
の
湿
原
に
獣
害
対
策
の

�

電
気
柵
を
設
置

天生湿原で雨の中設置作業を行う参加者

作業時に見ごろを迎えた天生湿原のミズバショウ

山中峠の湿原で設置作業を行う学生と地元有志

❸❸❹❹
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【
南な
ん
し
ん信
森
林
管
理
署
】

　

梅
雨
空
と
な
っ
た
七
月
十
日
、「
八

島
高
原
を
美
し
く
す
る
会
」
の
主
催
に

よ
る
、
外
来
植
物
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
除

去
活
動
が
、
下し

も
す
わ
諏
訪
町
内
東ひ
が
し
ま
た俣
国
有

林
の
八
島
ヶ
原
湿
原
で
行
わ
れ
、
下
諏

訪
町
や
長
野
県
関
係
者
、
当
署
職
員
な

ど
、総
勢
約
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
は
繁
殖
力
が
非
常
に

強
く
、
在
来
植
物
の
生
育
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
外
来

生
物
法
の
要
注
意
外
来
生
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
除
去
作
業
に
先
立
ち
、

下
諏
訪
町
よ
り
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
の
花
の

構
造
や
除
去
の
際
の
注
意
点
な
ど
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
湿
原
の
木
道

沿
い
や
駐
車
場
周
辺
で
成
長
し
た
ヒ
メ

ジ
ョ
オ
ン
を
除
去
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
花
や
つ
ぼ
み
の
状
態
の

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
を
見
つ
け
る
と
、
は
さ

み
等
で
根
本
付
近
か
ら
切
断
し
、
拡
散

し
な
い
よ
う
注
意
し
て
袋
に
入
れ
て
い

き
ま
し
た
。
回
収
し
た
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン

は
堆
肥
化
し
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

事
務
局
の
下
諏
訪
町
に
よ
る
と
、
毎

年
の
除
去
活
動
に
よ
り
、
以
前
よ
り
ヒ

メ
ジ
ョ
オ
ン
の
数
は
少
な
く
な
っ
て
き

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
完
全
に
除
去
す

る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

八
島
ヶ
原
湿
原
の
貴
重
な
自
然
を
守

る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
関
係
者
と
連

携
し
、
外
来
植
物
除
去
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
木き

そ曽
森
林
管
理
署
】

　

七
月
二
日
、
長
野
県
王お

う
た
き滝
村む
ら
の
御
嶽

山
王
滝
口
登
山
道
に
お
い
て
毎
年
恒
例

の
登
山
道
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
二
十
回
目
と
な
り
ま
す
が
、

今
回
の
整
備
は
、
王
滝
口
か
ら
王
滝
頂

上
、
剣け

ん
が
み
ね

ヶ
峰
ま
で
の
入
山
規
制
緩
和
に

向
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
整
備
に

は
地
元
企
業
や
山
の
関
係
者
か
ら
な
る

木
曽
御
嶽
奉
仕
会
の
会
員
を
は
じ
め
、

県
、
村
、
当
署
職
員
な
ど
約
九
十
名
が

参
加
し
、
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

登
山
道
入
口
に
あ
た
る
田
の
原
駐
車

場
付
近
で
は
、
排
水
溝
に
た
ま
っ
た
砂

泥
の
除
去
作
業
や
登
山
道
脇
に
あ
る
笹

や
雑
草
の
刈
払
い
が
、
九
合
目
か
ら

剣
ヶ
峰
に
か
け
て
は
、
登
山
道
脇
の
安

全
ロ
ー
プ
の
張
り
直
し
や
案
内
看
板
の

設
置
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。あ
わ
せ
て
、

登
山
者
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
王
滝

村
の
非
常
用
無
線
の
試
験
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
御
嶽
山
に
来
た

の
は
今
回
が
初
め
て
で
、
景
色
も
よ
く

楽
し
み
な
が
ら
清
掃
や
整
備
を
す
る
こ

と
が
で
き
た
。」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
、
木
曽
町
三み

た
け岳

の

黒く
ろ
さ
わ
ぐ
ち

沢
口
登
山
道
に
お
い
て
も
、
約
四
十

名
が
参
加
し
、
同
様
の
登
山
道
整
備
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
嶽
山
は
日
本
百
名
山
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
独
立
峰
と
し
て
は
富
士

山
に
次
ぐ
高
さ（
三
、〇
六
七
㍍
）で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
登
山
の
際
に
は
、
最
新
の
火

山
観
測
デ
ー
タ
や
立
入
規
制
情
報
等
を

確
認
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

御お
ん
た
け嶽
山さ

ん

開
山
に
向
け
た

�

登
山
道
整
備
を
実
施

八
島
ヶ
原
湿
原
で

�

外
来
植
物
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
を
除
去

剣ヶ峰付近での作業の様子

八島ヶ原湿原でのヒメジョオン除去活動に参加する関係者

❹❹



第 245号 令和６年８月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
、

 

岐
阜
森
林
管
理
署
】

　

六
月
二
十
五
日
、
岐
阜
県
立
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
二
年

の
、
学
生
十
五
名
が
、
岐
阜
署
管
内
の

乗の
り

政ま
さ

及
び
小お
が
わ川
長な
が
ほ
ら洞
国
有
林
で
現
地
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

　

樹
齢
が
一
〇
〇
年
を
超
え
る
乗
政
国

有
林
の
「
ヒ
ノ
キ
長
伐
期
施
業
林
」
で

は
、
八
年
前
の
平
成
二
十
八
年
に
間
伐

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
学
生
達
は
間
伐

後
の
地
表
の
植
生
や
枝
の
広
が
り
方
な

ど
を
確
認
し
な
が
ら
今
後
の
施
業
方
法

を
検
討
し
、「
部
分
的
に
立
木
密
度
の

高
い
箇
所
が
あ
る
の
で
間
伐
を
行
う
」

「
一
三
〇
年
生
ま
で
待
っ
て
皆
伐
を
行

う
。
そ
の
後
の
植
栽
は
、
木
材
需
給
も

考
慮
し
て
ヒ
ノ
キ
以
外
の
植
栽
樹
種
も

検
討
す
る
」
等
の
実
践
的
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

異
な
る
間
伐
率
の
試
験
地
が
配
置
さ

れ
た
小
川
長
洞
国
有
林
の
「
ヒ
ノ
キ
間

伐
展
示
林
」
で
は
、
間
伐
の
効
果
や
プ

ロ
ッ
ト
毎
の
成
長
の
優
劣
や
木
の
混
み

具
合
、今
後
の
伐
採
方
法
等
に
つ
い
て
、

専
攻
分
野
に
応
じ
た
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、当
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

伐
採
し
た
木
の
年
輪
調
査
に
よ
る
間
伐

後
の
成
長
の
違
い
に
関
す
る
研
究
成
果

や
、
現
在
は
木
が
混
み
合
う
状
態
に

な
っ
て
い
る
た
め
間
伐
が
必
要
に
な
る

こ
と
な
ど
、
今
後
の
施
業
方
針
を
説
明

し
ま
し
た
。
最
後
に
、
民
有
林
で
は
あ

ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
コ
ウ
ヤ
マ

キ
等
の
温
帯
性
針
葉
樹
の
天
然
林
を
見

学
し
、
実
習
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
学
校
等
か
ら
の
要
請
に
応

じ
、
技
術
支
援
や
情
報
提
供
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の

�

国
有
林
実
習
で
展
示
林
等
を
案
内

ヒノキ間伐展示林で検討を行う森林文化アカデミーの学生達（小川長洞国有林）

ヒノキ長伐期施業林の見学状況（乗政国有林）

❺❺❻❻



令和６年８月 第 245号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

【
名
古
屋
事
務
所
】

　

七
月
九
日
、
事
務
所
に
隣
接
す
る
名

古
屋
学
院
大
学
で
社
会
学
を
学
ぶ
二
年

生
十
二
名
が
、
当
所
併
設
の
「
熱あ

つ
た田

白し
ろ
と
り鳥
の
歴
史
館
」に
来
館
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
大
学
の
白
鳥
キ
ャ
ン
パ

ス
を
含
む
一
帯
は
江
戸
時
代
か
ら
貯
木

場
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
後
、
木

曽
地
域
で
伐
採
さ
れ
た
木
材
が
木
曽
川

を
使
っ
て
運
び
出
さ
れ
る
様
子
な
ど
の

ビ
デ
オ
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、
水
中
貯
木
を
行
う
メ

リ
ッ
ト
、
木
曽
で
林
業
が
発
展
し
た
理

由
、
木
造
建
築
の
耐
久
性
等
、
予
定
時

間
を
超
え
て
熱
心
に
多
く
の
質
問
が
出

さ
れ
、
林
業
や
木
材
産
業
に
対
す
る
関

心
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
十
二
日
に
は
、（
公
財
）

徳
川
黎
明
会
に
所
属
す
る
徳
川
林
政
史

研
究
所
の
職
員
と
研
究
生
が
歴
史
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
木
材
取
引
発
祥
の
地
と

さ
れ
る
白
鳥
貯
木
場
は
尾
張
徳
川
藩
と

関
わ
り
が
深
く
、
同
藩
藩
領
で
あ
っ
た

木
曽
地
域
の
林
業
や
、
名
古
屋
城
築
城

の
際
に
造
ら
れ
た
堀
川
な
ど
の
歴
史
と

あ
わ
せ
て
当
所
か
ら
説
明
を
受
け
た

後
、
堀
川
と
貯
木
場
を
繋
ぐ
中な
か
す
い
も
ん

水
門
、

太た
ゆ
う夫

堀ほ
り

を
見
学
し
ま
し
た
。

【
技
術
普
及
課
】

　

七
月
八
日
、
長
野
県
千
曲
市
の
「
大

池
自
然
の
家
」
に
お
い
て
、
同
市
立
五

加
小
学
校
五
年
生
の
児
童
六
十
名
を
対

象
に
、
木
工
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
体
験
学
習
授
業
の
一
環
と
し

て
、
野
外
活
動
で
森
に
つ
い
て
学
び
、

木
材
と
触
れ
合
う
機
会
を
設
け
た
い
と

い
う
小
学
校
か
ら
の
要
望
に
応
え
、
中

部
森
林
管
理
局
が
協
力
し
て
実
施
し
た

も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
国
有
林
や
国
産
材
利
用

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
ク

ラ
ス
ご
と
に「
端
材
ク
ラ
フ
ト
」と「
イ

ス
作
り
」
を
交
替
で
実
施
し
ま
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
で
は
、「
森
づ
く
り
の
途
中

で
伐
採
さ
れ
て
捨
て
ら
れ
る
木
材
を
、

み
ん
な
が
使
う
こ
と
で
、
キ
ャ
ン
プ
の

思
い
出
に
な
る
作
品
に
変
身
さ
せ
よ

う
」
と
伝
え
る
と
、
思
い
思
い
に
製
作

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

イ
ス
作
り
で
は
、
材
料
が
国
産
の
ス

ギ
材
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、「
な
ぜ

伐
っ
た
後
に
ま
た
木
を
植
え
る
必
要
が

あ
る
の
か
？
」と
問
い
か
け
た
と
こ
ろ
、

「
森
林
は
生
き
物
の
す
み
か
だ
か
ら
」、

「
山
が
崩
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
」
と

い
っ
た
声
が
次
々
に
あ
が
り
、
森
林
の

多
面
的
機
能
へ
の
理
解
が
子
ど
も
た
ち

に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
子
ど
も
た
ち

は
、
板
が
浮
か
な
い
よ
う
小
さ
な
手
で

押
さ
え
な
が
ら
ネ
ジ
を
一
生
懸
命
に
締

め
、
完
成
後
は
嬉
し
そ
う
に
座
り
心
地

を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
イ
ベ
ン
ト
や
森
林
教
室
、

木
工
製
作
な
ど
の
様
々
な
機
会
を
捉
え

て
、
多
く
の
方
々
に
森
林
づ
く
り
や
木

材
利
用
の
大
切
さ
を
普
及
す
る
た
め
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
、
木
材
産
業
の
歴
史
を
学
ぶ

千ち

く

ま曲
市
立
五ご

加か

小
学
校
五
年
生
が

�
端は

ざ

い材
ク
ラ
フ
ト
と
イ
ス
作
り
を
体
験

キャンプの思い出となる作品を製作する子どもたち

白鳥貯木場について説明を受ける学生

中水門を見学する徳川林政史研究所の研究生

❻❻



第 245号 令和６年８月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

習
会
を
終
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
地
元
に
い
な
が
ら
、

こ
ん
な
奥
山
へ
は
初
め
て
入
っ
た
。
素

晴
ら
し
い
経
験
が
で
き
た
」「
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
沢
山
学
べ
た
」
な
ど
多

く
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
回
整
備
し
た
歩
道
は
、
八
月
四
日

に
中
津
川
市
、
恵
那
農
林
事
務
所
、
東

濃
森
林
管
理
署
が
主
催
し
て
開
催
さ
れ

る
山
の
日
イ
ベ
ン
ト
「
な
か
つ
が
わ
山

の
日
サ
ン
デ
ー
」
を
皮
切
り
に
、
今
後

多
く
の
皆
さ
ま
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

【
東
濃
森
林
管
理
署
】

　

七
月
十
一
日
、
当
署
管
内
の
加か

し

も
子
母

裏う
ら

木き

そ曽
国
有
林（
中
津
川
市
加
子
母
）に

お
い
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
つ
け
ち
」「
裏
木
曽

古こ

じ事
の
森も
り

育
成
協
議
会
」
の
呼
び
か
け

に
よ
る
初
代
大
ヒ
ノ
キ
歩
道
整
備
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、

恵
那
県
事
務
所
、
中
津
川
市
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
区
長
会
な
ど
か
ら
総
勢

三
十
五
名
が
参
集
し
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

見
学
コ
ー
ス
の
歩
道
は
六
十
年
以
上

前
に
作
ら
れ
、
総
延
長
一
、一
〇
〇
㍍

に
及
び
ま
す
が
、
幸
い
に
も
歩
道
自
体

に
大
き
な
損
傷
等
は
見
ら
れ
ず
、
作
業

は
主
に
コ
ー
ス
案
内
看
板
の
設
置
と
、

朽
ち
た
丸
太
橋
の
架
け
替
え
、
転
石
の

除
去
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
六
班

に
分
か
れ
、
各
担
当
区
域
で
手
際
よ
く

作
業
し
、
午
前
中
に
整
備
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
当
署
の
会
議
室
へ
場
所
を
移

し
、初
代
大
ヒ
ノ
キ
に
係
る
今
昔
物
語
、

大
ヒ
ノ
キ
ま
で
の
道
中
の
見
ど
こ
ろ

や
、
こ
の
地
域
の
森
林
・
林
業
の
歴
史

に
関
す
る
解
説
な
ど
を
行
い
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
に
、
中
津
川
市
加
子
母
・

付つ
け
ち知
地
区
の
新
た
な
魅
力
の
発
信
者
と

な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
、
学

初
代
大
ヒ
ノ
キ
歩
道
甦よ

み
が
える

�
～
見
学
コ
ー
ス
整
備
完
成
！
～新しい説明看板を設置する様子

丸太橋架け替えの様子

会議室での学習会の様子

〈初代大ヒノキ〉
　江戸時代後期、焼失した江戸城再建のために
幕府から派遣された役人により「ご神木」とされ
た木曽山随一の大檜が由来とされています。昭
和９年の室戸台風で折れてしまい、昭和29年に
学術参考のため伐採されました。切り株の直径
は約2.2ｍ、断面は畳3畳ほどの広さがあります。

東濃森林管理署の初代大ヒノキ（切り株）と二代目大ヒノキ

〈二代目大ヒノキ〉
　初代大ヒノキと肩をならべるような巨木は簡
単には見つからず、昭和56年にようやく発見さ
れました。樹齢は推定1,000年、幹回り4.84ｍ、
高さ26ｍとされています。発見されたのは、偶
然にも、初代大ヒノキと谷をはさんで向かい側
のほぼ同じ標高の場所でした。

❼❼❽❽



令和６年８月 第 245号〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500

国有林 民有林 国有林 民有林

木祖村

木曽町

王滝村

上松町

大桑村

南木曽町

町
村
別
の
カ
ラ
マ
ツ
面
積

木祖村

木曽町

王滝村

上松町

大桑村

南木曽町

町
村
別
の
カ
ラ
マ
ツ
蓄
積

5,103ha5,103ha 1,309千㎥1,309千㎥

2,845千㎥2,845千㎥

833千㎥833千㎥

199千㎥199千㎥

71千㎥71千㎥

141千㎥141千㎥

3,978ha3,978ha

844ha844ha

310ha310ha

743ha743ha

10,331ha10,331ha

国有林 9,606ha 45％

民有林 11,703ha 55％

木曽計 21,309ha

国有林 2,077千㎥ 38％

民有林 3,319千㎥ 62％

木曽計 5,397千㎥

（千㎥）（ha）

　

今
後
、
戦
略
会
議
は
四
半
期
に
一
度

の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
①
カ
ラ
マ
ツ
材

の
生
産
拡
大
、
②
カ
ラ
マ
ツ
材
の
安
定

供
給
（
民
国
連
携
シ
ス
テ
ム
販
売
の
推

進
、
新
た
な
中
間
土
場
の
整
備
）、
③

地
域
内
で
の
高
付
加
価
値
化
（
木
曽
町

の
木
の
産
業
づ
く
り
事
業
の
支
援
な

ど
）
を
柱
に
、
木
曽
の
カ
ラ
マ
ツ
活
用

の
具
体
の
戦
略
方
針
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
木
曽
森
林
管
理
署
】

　

七
月
十
九
日
、
長
野
県
木
曽
町
役
場

に
お
い
て
、
利
用
期
を
迎
え
た
木
曽
地

域
の
カ
ラ
マ
ツ
の
生
産
拡
大
、
流
通
体

制
の
整
備
、
地
域
内
で
の
高
付
加
価
値

化
を
目
指
す
「
木
曽
カ
ラ
マ
ツ
活
用
戦

略
会
議
」が
開
催
さ
れ
、
木
曽
町
長（
木

曽
森
林
組
合
長
兼
務
）、
木き

そ祖
村
長
、

王お
う
た
き滝
村
長
、木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
、

木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合
、
木
曽
地
域

振
興
局
長
及
び
当
署
署
長
な
ど
民
国
の

関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
戦
略
会
議
は
、
民
国
連
携
に
よ

る
従
来
の
「
木
曽
谷
流
域
森
林
整
備
推

進
協
議
会
」
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
、
①
情
報
発
信
、
②
カ

ラ
マ
ツ
活
用
、
③
ヒ
ノ
キ
活
用
を
図
る

新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。今
年
度
は
、

木
曽
カ
ラ
マ
ツ
戦
略
方
針
を
策
定
し
、

関
係
者
の
合
意
形
成
・
認
識
共
有
を
図

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
戦
略
会
議
で
は
、
五
月
に

ノ
ー
ス
ジ
ャ
パ
ン
素
材
流
通
協
同
組
合

鈴
木
理
事
長
を
招
い
て
行
わ
れ
た
勉
強

会
や
カ
ラ
マ
ツ
先
進
地
の
岩
手
県
へ
の

視
察
結
果
を
踏
ま
え
「
カ
ラ
マ
ツ
材
を

普
通
に
使
用
す
る
こ
と
へ
認
識
を
改
め

る
」
等
、
木
曽
カ
ラ
マ
ツ
へ
の
期
待
を

込
め
た
前
向
き
な
意
見
が
多
く
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

木
曽
谷
流
域
の
人
工
林
は
ヒ
ノ
キ
の

次
に
カ
ラ
マ
ツ
の
蓄
積
が
多
く
、
特
に

北
部
三
町
村
（
木
曽
町
・
木
祖
村
・
王

滝
村
）
を
中
心
に
、
約
二
万
㌶
に
約

五
四
〇
万
立
方
㍍
の
蓄
積
を
有
す
る
優

良
な
カ
ラ
マ
ツ
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す

（
下
図
参
照
）。

民
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

�

木
曽
カ
ラ
マ
ツ
の
活
用
へ

�

～
生
産
拡
大
へ
戦
略
会
議
を
発
足
～

民国連携事業の一環として活用している藪原土場に集積されたカラマツ

木曽カラマツ活用戦略会議の様子

❽❽



第 245号 令和６年８月〈各地からの便り〉〈各地からの便り〉

の
兆
候
な
ど
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、

い
ち
早
く
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
け

る
よ
う
、
事
業
体
と
の
意
見
交
換
を
経

て
本
協
定
を
締
結
す
る
に
至
り
ま
し

た
。

　

今
後
も
関
係
事
業
体
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
管
内
の
国
有
林
を
管
理
し
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【
飛
騨
森
林
管
理
署
】

　

七
月
二
十
五
日
、
飛
騨
森
林
管
理
署

は
、
名
古
屋
林
業
土
木
協
会
の
久く

ぐ

の
々
野

高
山
・
古ふ

る
か
わ川
・
神か
み
お
か岡
・
荘
し
ょ
う
か
わ川
各
支
部
及

び
名
古
屋
造
林
素
材
生
産
事
業
協
会

と
、
山
地
災
害
の
兆
候
等
の
情
報
伝
達

に
関
す
る
協
定「
国
有
林
見
守
り
隊（
み

ま
森
た
い
）協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

集
中
豪
雨
や
台
風
等
に
よ
り
大
き
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、「
中
部

森
林
管
理
局
に
お
け
る
国
有
林
防
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
関
す
る
協
定
」
に

基
づ
い
て
情
報
収
集
等
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
協
定
は
こ

れ
を
補
完
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

当
署
が
管
轄
す
る
国
有
林
の
面
積

は
、
中
部
局
管
内
で
最
も
大
き
く
（
約

十
二
万
㌶
）、
奥
地
で
発
生
し
た
山
地

災
害
や
、
森
林
や
河
川
の
変
化
、
林
道

の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
多

く
の
時
間
と
手
間
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
一
方
、
近
年
、
温
暖
化
な
ど
の
影

響
に
よ
り
、
局
地
的
な
豪
雨
の
発
生
が

増
加
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
山
地

災
害
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
前

述
し
た
と
お
り
、
豪
雨
等
に
よ
る
状
況

の
変
化
を
す
べ
て
迅
速
に
把
握
す
る
こ

と
は
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
頃
よ
り
管
内
の
国
有

林
で
森
林
整
備
や
森
林
土
木
事
業
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
事
業
体
の
皆
さ
ま
か

ら
、
森
林
や
河
川
の
異
変
な
ど
、
災
害

災
害
の
兆
候
を
す
ば
や
く
伝
え
る

�「
国
有
林
み
ま
森
た
い
」協
定
を
締
結協定書へサインする関係者

サインした協定書を手にする関係者（中央は飛騨森林管理署長）

　飛騨森林管理署が管轄する国有林は約12万
haと広大ですが、その所在地は飛騨署管内の
２市１村（飛騨市、高山市、大野郡白川村）に広
く分散しています。各地の地名などから付けら
れた国有林の名称は、林道などを除いて120以
上あり、こちらも中部局管内で最も多くなって
います。これらのうち、読み方の難しい国有林
名をいくつか紹介します。

阿多粕 アタガス 蓼之俣谷 タデノマタタニ
大雨見 オオアマミ 丁子口 チョウジグチ
尾上郷 オガミゴウ 寺附 テラヅキ
折敷地 オシキジ 鈍引沢 ドンビキザワ
帰雲 カエリグモ 馬狩 マガリ
柏当 カシアテ 孫十郎尾 マゴジュウロウ

上小鳥 カミオドリ 万波 マンナミ
切雲 キリモ 無数河 ムスゴウ

三方崩 サンポウクズレ 六厩川 ムマイガワ
千間樽 センゲンダル 森茂 モリモ

〈飛騨森林管理署の国有林は面積が大きいだけでなく、所在地も広く分散しています〉

❾❾❿❿



今 

は 

昔 

の 

林 

業

今 

は 

昔 

の 

林 

業

中
部
森
林
管
理
局
総
務
課

　
　
　

  

井
上 

日
呂
登

第40回

い
の
う
え

ひ

　
　ろ

　
　と

シリーズ
秘
蔵
写
真

秘
蔵
写
真

　
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
写
真
は
、
当
局
サ
イ
ト

「
モ
ノ
ク
ロ
森
林
紀
行
」
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
カ
ラ
ー
写
真
の
な
い
時
代
へ
時
を
超
え

て
！
む
か
～
し
の
写
真
を
紹
介
す

る
サ
イ
ト
で
す
。

　
当
サ
イ
ト
へ
は
、
コ
ー
ド
を
読

み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　今
は
昔
、山
村
に
暮
ら
す
人
々
と
そ
の
生
業
と
し
て
の

林
業
を
当
局
秘
蔵
の
写
真
と
と
も
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

令和６年８月 第 245号

「
裏
木
曽
」そ
の
四

斧
に
よ
る
伐
採

　

長
野
県
側
の「
木
曽
」と
同
様
に
、「
裏
木
曽
」に
お

い
て
も
木
の
伐
採
に
は
主
に
斧
（
ヨ
キ
）
の
み
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た（
大
正
時
代
初
め
頃
ま
で
）。

　

斧
を
用
い
た
伐
採
は
大
き
な
音
が
出
ま
す
の
で
、

江
戸
時
代
に
木
曽
・
裏
木
曽
地
域
を
領
し
て
い
た
尾

張
藩
が
わ
ざ
と
斧
を
使
わ
せ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
江
戸
時
代
頃
の
鋸の

こ

の
性
能
も
決
し

て
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
斧
で

の
伐
採
が
鋸
よ
り
も
効
率
の
悪
い
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
太
い
木
を
伐
る
場
合
に
は
三
方
向
か
ら
斧
で

空
洞
を
空
け
て
か
ら
伐
採
す
る「
三み

ツつ

緒お

伐ぎ

り
」（
木
曽

で
は「
三み

ツつ

紐ひ
も

伐ぎ

り
」）と
呼
ば
れ
る
方
法
が
取
ら
れ
ま

し
た
。こ
の
技
法
は「
三み

ツつ

伐ぎ

り
」「
台だ
い

伐ぎ

り
」「
鼎
か
な
え

伐ぎ

り
」

と
い
っ
た
様
々
な
呼
称
も
あ
り
、「
三
ツ
緒
伐
り
」
の

名
も
定
着
し
た
の
は
比
較
的
近
年
の
こ
と
で
は
な
い

か
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

大
正
時
代
頃
か
ら
は
鋸
も
組
み
合
わ
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
伐

採
の
主
役
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」より「付知川に於ける材木伐出の沿革と繪解」より
“伐採”（明治末頃の伐採のイメージ）“伐採”（明治末頃の伐採のイメージ）

昭
和
二
十
年
代
頃
、
現
在
の
東
濃
森
林
管
理
署
加
子
母
裏
木
曽
国
有

昭
和
二
十
年
代
頃
、
現
在
の
東
濃
森
林
管
理
署
加
子
母
裏
木
曽
国
有

林
で
の
斧
に
よ
る
大
材
伐
採
の
様
子

林
で
の
斧
に
よ
る
大
材
伐
採
の
様
子

大
正
時
代
、
裏
木
曽
で
の
神
宮
（
伊
勢
）
の
式
年
遷
宮
関
連
行
事
で

大
正
時
代
、
裏
木
曽
で
の
神
宮
（
伊
勢
）
の
式
年
遷
宮
関
連
行
事
で

伐
採
さ
れ
る
大
樹
（
お
そ
ら
く
現
在
の
東
濃
森
林
管
理
署
加
子
母
裏

伐
採
さ
れ
る
大
樹
（
お
そ
ら
く
現
在
の
東
濃
森
林
管
理
署
加
子
母
裏

木
曽
国
有
林
）。
大
正
時
代
の
「
三
ツ
緒
伐
り
」
の
様
子
を
見
る
こ

木
曽
国
有
林
）。
大
正
時
代
の
「
三
ツ
緒
伐
り
」
の
様
子
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。

と
が
で
き
る
。

❿❿



国
有
林
の
現
場
の
最
前
線
で
、
働
く

森
林
官
の
仕
事
や
、
管
轄
す
る
地
域

の
特
色
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

森
林
官
か
ら
の
便
り

森
林
官
か
ら
の
便
り

第 245号 令和６年８月〈シリーズ／森林官からの便り〉〈シリーズ／森林官からの便り〉

長良川と金華山国有林

森林教室の様子

インターンシップの生徒とともに

【
岐
阜
森
林
管
理
署

 
岐
阜
森
林
事
務
所
】

 

地
域
統
括
森
林
官
　
奥
田
　
学

　

岐
阜
森
林
事
務
所
は
、
岐
阜
市
の
中

心
部
に
位
置
す
る
金き
ん
か
ざ
ん

華
山
の
ふ
も
と
の

岐
阜
公
園
に
隣
接
し
、
岐
阜
市
、
関せ
き

市
、

美み

の濃
市
、
山や
ま
が
た県
市
に
所
在
す
る
国
有
林

一
、二
四
六
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
金
華
山
国
有
林

（
一
九
八
㌶
）は
、
日
本
三
大
清
流
の
一

つ
で
あ
り
鵜う

か
い飼
で
有
名
な
長な
が
ら良
川
と
一

体
と
な
っ
た
風
景
美
を
引
き
出
す
背
景

林
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
山
頂

に
は
岐
阜
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

る
岐
阜
城
が
そ
び
え
、
ア
ラ
カ
シ
、
ツ

ブ
ラ
ジ
イ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
の
ほ

か
、
ヒ
ノ
キ
、
マ
ツ
等
の
常
緑
針
葉
樹

が
混
生
し
、
豊
か
な
自
然
景
観
が
見
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
昆
虫
や
野
鳥
も
数
多

く
見
ら
れ
、
自
然
観
察
や
散
策
等
に
適

し
て
お
り
、
特
に
優
れ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
で
あ
る
と
し
て
「
日
本
美

し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ふ
も
と
か
ら
山
頂
ま
で
は

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
遊
歩
道
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
多
く
の
市
民
や
観
光
客
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
森
林
生
態
系
な
ど
を
保

全
す
る
た
め
、
歩
道
な
ど
の
巡
視
や
マ

ナ
ー
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
学
校
が
行
う

森
林
環
境
教
育
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に

よ
る
森
林
づ
く
り
活
動
の
場
と
し
て

フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
た
り
、
こ
う
し

た
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
の
協
力
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
金
華
山
周
辺
で
イ
ノ
シ

シ
の
目
撃
情
報
な
ど
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
散
策
す
る
方
へ
の
被
害
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
岐
阜
大
学
や
岐
阜
市

な
ど
と
「
岐
阜
市
金
華
山
一
帯
の
イ
ノ

シ
シ
被
害
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、

地
域
と
連
携
し
て
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル
や

登
山
者
等
へ
の
注
意
喚
起
、
藪
の
刈
払

い
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

私
が
こ
の
職
場
に
入
っ
て
か
ら
四
十

年
近
く
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
頃
に
植

え
ら
れ
た
木
を
伐
採
す
る
の
は
ま
だ
ま

だ
先
の
話
で
す
。

　

森
林
は
長
い
年
月
を
か
け
て
育
て
て

い
く
も
の
で
あ
り
、
責
任
あ
る
仕
事
で

す
。国
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

未
来
を
担
う
み
な
さ
ん
に
国
有
林
の
森

林
づ
く
り
を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

⓫⓫⓬⓬



シリーズ

「
私
の
森
語
り
」

「
私
の
森
語
り
」

も
り
か
た

も
り
か
た

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
・
林
業
と
の
関
わ
り
の
中
で
、

様
々
な
課
題
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方

の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

令和６年８月 第 245号〈シリーズ「私の森語り」〉〈シリーズ「私の森語り」〉
「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
、

  

そ
こ
に
長
く
息
づ
く
人
々
の
暮
ら
し
、

 

そ
し
て
何
よ
り
笑
顔
を
大
切
に
し
たい
」

■
自
己
紹
介

　

弊
社
は
、
木
曽
の
木
材
、
観
光
、
製

造
等
各
産
業
を
支
え
て
き
た
人
々
の
生

き
様
、
笑
顔
を
発
信
し
、
木
曽
地
域
を

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
社
名

に
も
木
曽
の
人
々
へ
の
思
い
を
込
め
て

い
ま
す
。

■
活
動
内
容

　

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
発
刊
、
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
検
討
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
仕

掛
け
と
運
営
、
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発

信
な
ど
夢
い
っ
ぱ
い
に
大
風
呂
敷
を
拡

げ
て
活
動
を
開
始
し
、
今
年
で
十
年
目

を
迎
え
ま
す
。
お
陰
様
で
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー「
木
曽
人
」の
地
域
で
の
認
知
度
も

上
が
り
、
今
年
の
九
月
に
は
四
十
号
発

行
と
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ

の
事
業
と
し

て
、
廃
業
し

た
ド
ラ
イ
ブ

イ
ン
の
営
業

を
再
開
し
ま

し
た
。
こ
の

施
設
の
テ
ラ

ス
か
ら
は
、

日
本
遺
産
、

国
定
公
園
に

指
定
さ
れ
て

い
る
「
寝
覚

の
床
」
を
眺

め
る
こ
と
が

で
き
、
全
盛

期
に
は
年
間

五
十
万
人
が

訪
れ
、
木
曽

観
光
の
中
心

■
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

現
在
も
こ
れ
か
ら
も
、
官
民
一
体
と

な
っ
て
こ
の
観
光
施
設
を
中
心
に
活

動
・
情
報
発
信
を
続
け
な
が
ら
、
森
林

浴
発
祥
の
地
で
あ
る
赤
沢
自
然
休
養

林
、
御
嶽
山
、
木
曽
駒
ヶ
岳
な
ど
近
隣

町
村
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
へ
の
誘
客
、
送

客
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
木
の
国
木
曽
」を
町
内
外
に
、
そ
し

て
国
内
外
に
届
く
よ
う
に
、
ま
た
、
木

曽
が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
一
助
に
な
る

よ
う
発
信
し
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
木
曽
で
は
、
二
十
年
に
一

度
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
二
〇
二 

五
年
六
月
に
上
松
町
で
「
伊
勢
神
宮
御

杣
始
祭
」、
木
曽
郡
全
体
で
盛
り
上
げ

る「
ご
神
木
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま

す
。
併
せ
て
発

信
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ど
う

ぞ
木
曽
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

　
長
野
県
木
曽
郡
上
松
町

　
　
　
小
川
寝
覚
二
四
〇
九

　
一
般
社
団
法
人 

木
曽
人

地
、
ハ
ブ
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
御
嶽
山
の

噴
火
、
大
型
バ
ス
の
相
次
ぐ
事
故
、
道

の
駅
開
業
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
来
訪

者
が
激
減
し
、
更
に
オ
ー
ナ
ー
が
病
に

伏
し
た
た
め
、
十
一
年
前
に
閉
館
し
ま

し
た
。
そ
の
当
時
、「
日
本
一
観
光
客

の
減
っ
た
町
」
と
い
う
不
名
誉
な
烙
印

を
押
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
ま
ま
で
は

町
の
、
そ
し
て
木
曽
の
観
光
、
産
業
の

危
機
だ
と
感
じ
、
施
設
を「
ね
ざ
め
亭
」

と
命
名
し
て
運
営
に
乗
り
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
一
度
減
っ
た
お
客
様
の
獲

得
は
厳
し
く
、
今
な
お
猛
威
を
振
る
っ

て
い
る
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、
苦
し
い
経
営

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

一般社団法人木
き そ じ ん

曽人
理事長
山田　弘

フリーペーパー　木曽人ねざめ亭（外観）

テラスから望む「寝覚の床」
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第 245号 令和６年８月

　国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生
物の生育・生息の場となっている森林が多く残されています。
　国有林野事業では、1915 年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、
森林や野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・
管理を行っています。

お問い合わせ先：計画保全部計画課  ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
　読み込んでください。

所在地所在地
　長野県北安曇郡小谷村　長野県北安曇郡小谷村

★★

シリーズ

中
部
の
保
護
林（
第
40
回
）

中
部
の
保
護
林（
第
40
回
）

豪
雪
地
に
生
き
る
ス
ギ
天
然
林

豪
雪
地
に
生
き
る
ス
ギ
天
然
林

風
吹
ス
ギ
遺
伝
資
源
希
少
個
体
群
保
護
林

風
吹
ス
ギ
遺
伝
資
源
希
少
個
体
群
保
護
林

か
ざ
ふ
き

か
ざ
ふ
き

設
定
目
的

設
定
目
的

　
長
野
県

　
長
野
県
小小お
た
り
む
ら

お
た
り
む
ら

谷
村
谷
村
に
原
生
状
態
で
生
育
し
て

に
原
生
状
態
で
生
育
し
て

お
り
、
我
が
国
有
数
の

お
り
、
我
が
国
有
数
の
豪
雪
地
帯
に
ま
と

豪
雪
地
帯
に
ま
と

ま
っ
て

ま
っ
て
生
育
す
る
ス
ギ
天
然
林
は
希
少
で
あ

生
育
す
る
ス
ギ
天
然
林
は
希
少
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
遺
伝
資
源
と
し
て
ス
ギ
の
個

る
こ
と
か
ら
、
遺
伝
資
源
と
し
て
ス
ギ
の
個

体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

体
群
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

地
況
・
林
況

　
小
谷
村
の
姫
川
へ
流
れ
込
む
沢
の
上
流

　
小
谷
村
の
姫
川
へ
流
れ
込
む
沢
の
上
流

部
、
南
向
き
斜
面
に
位
置
し
ま
す
。

部
、
南
向
き
斜
面
に
位
置
し
ま
す
。

　
ス
ギ
を
主
体
と
し
、
ブ
ナ
、
カ
エ
デ
等
が

　
ス
ギ
を
主
体
と
し
、
ブ
ナ
、
カ
エ
デ
等
が

混
交
す
る
天
然
林
が
分
布
し
て
い
ま
す
。

混
交
す
る
天
然
林
が
分
布
し
て
い
ま
す
。
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令和６年８月 第 245号

編 集 長 だ よ り
（中部の森林へのご意見・ご要望等
の投稿は、migoro＠maff.go.jp
まで電子メールでお送りください。）

　暑い日が続きます。最高気温が35℃以上の日を指す「猛暑日」は、17年
前の2007年から気象の用語として使われるようになったそうです。
　気象庁の発表によると、日本の７月の平均気温は、統計を開始した
1898年以降最高を記録し、過去30年間の平均値より2.16℃も高くなり
ました。単純に標高換算すると約350m高い地点の気温がこれまでの平
均値に近いことになります。なお平均値算出には、都市化による影響が
比較的小さく、地域的に偏りなく分布するよう選定された全国15地点の
観測値を用いています。このうち２地点は中部局管内にあり、富山県の
伏木、長野県の飯田が選定されています。都市化の影響を受ける場所の
平均気温はさらに高いことでしょう。みなさま、どうぞご自愛ください。

　「とっていいのは写真だけ。
持って帰るのはゴミと思い出。」
どこかで聞いたり、言われた記
憶はないでしょうか。今後も変
わることはない大切な言葉だと
思います。また、誰もがスマホ
で気軽にいつでもどこでも撮影
できますが、その際には自分の
足の位置にも気を配るようにし
たいものです。

◇
自
己
㏚

　

元
々
は
東
京
都
の
出
身
で
す
が
、

縁
あ
っ
て
二
〇
〇
六
年
か
ら
十
四
年

間
沖
縄
県
の
石
垣
島
に
居
住
し
て
お

り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
か
ら
は
、
信
州
松
本

に
居
を
移
し
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

　

西
に
は
北
ア
ル
プ
ス
、
東
に
は
美
ヶ

原
高
原
を
望
み
、
美
味
し
い
「
水
」
に

も
恵
ま
れ
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。

◇
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
に
応
募
し
た
理
由

　

こ
の
美
味
し
い
「
水
」
は
松
本
平
を

取
り
囲
む
山
々
が
生
み
の
親
で
は
な

い
か
？
と
の
素
朴
な
疑
問
か
ら
、
自

然
環
境
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

　

自
然
環
境
と
し
て
の
対
象
が
「
山
」

で
あ
り
「
樹
木
」
と
な
り
、
今
回
の
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
へ
応
募
し
た
次
第
で

す
。

◇
国
有
林
に
期
待
す
る
こ
と

　

現
在
、
長
野
県
自
然
保
護
レ
ン

ジ
ャ
ー
と
し
て
自
然
公
園
な
ど
を
巡

回
し
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
利
用

や
動
植
物
の
保
護
等
の
マ
ナ
ー
啓
発

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

国
有
林
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
に

「
針
葉
樹
が
多
い
」「
薄
暗
い
」「
有
効
活

用
さ
れ
て
い
な
い
」「
人
の
出
入
り
が

な
い
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で

も
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
と

考
え
て
い
ま
す
。
有
効
活
用
と
い
う

点
で
は
、住
宅
用
材
や
薪
材
、キ
ノ
コ・

山
菜
の
採
取
な
ど
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。
ま
た
、
散
策
コ
ー
ス
な
ど
を
増

や
し
て
森
林
浴
な
ど
を
楽
し
む
場
が

多
く
な
れ
ば
い
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
活
動
を
通
じ
て
国
有
林
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
写
真
：
霧
ヶ
峰
高
原
車
山
山
頂
に
て
）

糸木 浩之
（長野県）

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
ご
紹
介

　

デ
ジ
タ
ル
森
林
紀
行
（
デ
ジ
森
）
で

は
、森
林
が
織
り
な
す
美
し
い
風
景
を
、

ご
自
宅
で
も
ご
覧
に
な
れ
る
よ
う
紹
介

し
て
い
ま
す
。風
景
の
色
を
テ
ー
マ
に
、

写
真
を「
青
」「
緑
」「
黄
」「
白
」の
四
つ
に

分
類
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
に
入
り
の
風
景
を
見
つ
け
て
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
森
は
こ
ち
ら
か
ら
→

デジタル森林紀行デジタル森林紀行

デ
ジ
タ
ル
森
林
紀
行
へ

�

ご
来
訪
く
だ
さ
い
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複合経営化支援保証のご案内
①造林・育林、②素材生産、③木材・木製品製造、④林業種苗生産、⑤薪炭生産、⑥きの

こ生産、⑦木材卸売、⑧木材製品利用のうち、いずれかの事業を３期以上営んでいる方が当
該事業とは異なる事業を新たに複合して経営する場合にご利用いただけます。
最大５年間保証料免除ができるため、複合経営をお考えの方の負担を最小限に抑えること

が可能です。
素材生産業を営む方が造林・育林業と一体的に取り組まれるケースなどにもご利用いただ

けます。 ※融資及び保証については一定の審査をさせていただきます。

New!

林業の保証実績豊富な（独）農林漁業信用基金 がご提供

お気軽にご相談ください。

ご利用対象者 上記①～⑧のいずれかを営む方 ※諸条件がございますのでお問い合わせください。

保証限度額 最大６億円（他の保証分も含む） 保証期間
運転資金：７年以内
設備資金：15年以内

返済方法 一括返済／分割返済 保証料 免除（最大で５年間）

貸付利率 金融機関所定の利率 貸付方式 手形貸付／証書貸付

保証人・担保
ご利用条件により連帯保証人や担
保が必要となる場合があります。

出資金
保証額に応じた出資金が必要です。
(完済後、ご請求により払戻します。)

申込窓口
お近くの金融機関へ直接お申込みください。
取扱い金融機関：
https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/jigyousya/default202306061010.html

相談窓口

独立行政法人農林漁業信用基金
林業信用保証管理部／林業信用保証業務部
電話：03-3434-7825（地方公共団体又は事業者の方）
電話：／03-3434-7826、7827（融資機関又は保証ご利用の方）
URL：https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html

https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/jigyousya/default202306061010.html
https://www.jaffic.go.jp/guide/rin/index.html
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